
地球観測連携拠点（温暖化分野）平成27年度ワークショップ「衛星による地球観測の現状と今後の展望」

地球環境観測衛星としての
「ひまわり8号」

平成27年11月19日
千代田放送会館ホール

気象庁観測部気象衛星課
操野年之



・ 飛躍的に向上した「ひまわり８号」の観測機能

・ 静止気象衛星としての「ひまわり８号」

・ 静止地球環境観測衛星としての「ひまわり８号」
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地表面

月

380,000km

～

36,000km

～

静止気象衛星

（ひまわり等）

通信・放送衛星

極軌道気象衛星800～1,000km

400～800km 地球観測衛星

国際宇宙ステーション400km
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主な人工衛星の高度



GOES (米国)
135ﾟW

Meteosat (欧州)
0ﾟE

NOAA 
(米国)

FY-3
(中国)

Metop
(欧州)

ひまわり (日本)
140ﾟE

FY-2 (中国)
105ﾟE

GOES (米国)
75ﾟW

Electro-L (ロシア)
76ﾟE

静止軌道

極軌道

世界の気象衛星監視網

その他の静止気象衛星
FY-2（中国） 86.5ﾟE
COMS（韓国） 128ﾟE
INSAT（インド） 74ﾟE
Meteosat（欧州） 57.5ﾟE

4



1977

GMS‐3
ひまわり３号
GMS‐3
ひまわり３号

運輸多目的衛星：MTSAT 
（Multi‐functional Transport SATellite ）
運輸多目的衛星：MTSAT 
（Multi‐functional Transport SATellite ）

2015～

MTSAT-1R
ひまわり６号
MTSAT-1R
ひまわり６号

GMS ひまわり
（Geostationary  

Meteorological
Satellite）

GMS ひまわり
（Geostationary  

Meteorological
Satellite）

MTSAT-2
ひまわり７号
MTSAT-2
ひまわり７号

GMS
GMS-2

GMS-3
GMS-4

GMS-5
GOES-9

MTSAT-1R

MTSAT-2
1981

1984
1989

1995 2003

2005

2010

※2003年5月～2005年6月の間、米国海洋大気庁所有の
静止気象衛星GOES-9を借用し、パシフィクゴーズの名称で運用

GMS‐4
ひまわり４号
GMS‐4
ひまわり４号

GMS‐5
ひまわり５号
GMS‐5
ひまわり５号

GMS‐2
ひまわり２号
GMS‐2
ひまわり２号

静止気象衛星「ひまわり」の歴史
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Himawari-8

Himawari-8
ひまわり８号
Himawari-8
ひまわり８号

歴代の運用気象衛星 観測期間

ひまわり GMS 1978～1981年

ひまわり ２号 GMS‐2 1981～1984年

ひまわり ３号 GMS‐3 1984～1989年

ひまわり ４号 GMS‐4 1989～1995年

ひまわり ５号 GMS‐5 1995～2003年

パシフィックゴーズ GOES‐9(※) 2003～2005年

ひまわり ６号 MTSAT‐1R 2005～2010年

ひまわり ７号 MTSAT‐2 2010～2015年

ひまわり ８号 Himawari‐8 2015年～



平成26年10⽉7⽇打ち上げ
JAXA種⼦島宇宙センター
H‐IIA Launch Vehicle No.25

初画像の取得: 平成26年12⽉18⽇

10⽉16⽇ 静⽌軌道投⼊

写真提供：三菱重⼯業㈱

「ひまわり８号」打ち上げ・静止化、初画像取得





飛躍的に向上した「ひまわり８号」の観測機能
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可視 １種類 ３種類
（白黒画像） （カラー画像）

近赤外 なし ３種類

赤外 ４種類 １０種類

赤外 ４ｋｍ ２ｋｍ

可視 １ｋｍ ０．５ｋｍ

水平分解能の向上 画像の種類が増加

観測時間が短縮

小領域の高頻度観測

特別観測
日本付近を
常時2.5分毎

G BR

「ひまわり８号・９号」の観測機能向上
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「ひまわり８号・９号」搭載ＡＨＩの観測バンド

バンド
中心波長
(μm)

解像度
衛星直下点

(km)
想定される用途

1

可視

0.47
1

植生、エアロゾル、B

2 0.51 植生、エアロゾル、G

3 0.64 0.5
植生、エアロゾル、

下層雲・霧、R

4

近赤外

0.86 1 植生、エアロゾル

5 1.6
2

雲相判別

6 2.3 雲粒有効半径

7

赤外

3.9

2

下層雲・霧、自然火災

8 6.2 上・中層水蒸気量

9 6.9 中層水蒸気量

10 7.3 中層水蒸気量

11 8.6 雲相判別、二酸化硫黄（SO2）

12 9.6 オゾン全量（O3）

13 10.4 雲画像、雲頂情報

14 11.2 雲画像、海面水温

15 12.4 雲画像、海面水温

16 13.3 上層雲の雲頂高度

水蒸気バンドの
分割

近赤外域の追加

自然火災の検出

VIS

IR1

IR2

IR3 (WV)

IR4

MTSAT
（計5ﾊﾞﾝﾄﾞ）

熱赤外バンドの
増加

「ひまわり８号・９号」搭載 可視赤外放射計（AHI）
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定常観測域 全球観測 ： 10分毎

日本域（北日本（2,000km×1,000km）及び南西日本（同左））： 2.5分毎

台風や火山 機動的な小領域観測（1,000km×1,000km） ： 2.5分毎

ランドマーク（海岸線） 画像の位置ズレ補正（1,000km×500km） ×２ ： 0.5分毎

定常観測域 全球観測 ： 10分毎

日本域（北日本（2,000km×1,000km）及び南西日本（同左））： 2.5分毎

台風や火山 機動的な小領域観測（1,000km×1,000km） ： 2.5分毎

ランドマーク（海岸線） 画像の位置ズレ補正（1,000km×500km） ×２ ： 0.5分毎

全球
１０分

北日本域

（固定）

2.5分毎

南西日本域

（固定）

2.5分毎

台風域

2.5分毎

ランド

マーク域１

0.5分毎

ランド

マーク域２

0.5分毎

強化された小領域観測機能（ラピッド・スキャン）
フルディスク（全球）観測と同時並行して、大中小５か所の小領域観測が可能
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可視 1km
赤外 4km

可視 0.5km、1km
近赤外 1km、2km
赤外 2km

平成２７年３月３１日正午（テスト画像）

ひまわり７号の可視画像（解像度1km） ひまわり８号の可視画像（解像度500m）

解像度（水平分解能）の向上
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ひまわり７号 ひまわり８号



「ひまわり８号・９号」の観測機能向上（要約）

１．解像度の向上
→ より小さな現象を捉えることが可能に。

２．観測頻度の増加
→ より短い時間変化を捉えることが可能に。

３．観測バンドの増加
→ これまで判別し難かったものが判別し易く。

これまで見えにくかったものが見えるように。
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気象衛星「ひまわり」の観測データ量の推移（概算）
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静止気象衛星としての「ひまわり８号」

17



日中、急発達する積雲域（観測頻度の増加：2.5分毎）

ひまわり８号（可視） 平成27年6月23日



発達 成熟 衰弱

Chisholm, A. J. and Renick, J. H. (1972)  [traced and added]

発生

20 km0

0 252015 3010
時間（分）

40
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10 HT
 *
 1
03

ft

12

9

3

6

km

積雲発達の概念モデル

積雲が急発達する初期段階で検出 → 防災情報をより早く
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ひまわり８号カラー合成画像

積雲急発達情報

気象庁レーダー（降水強度）

気象庁雷監視システム（LIDEN）

急発達する積雲域の抽出技術開発（観測頻度の増加）
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晴（陸域） 曇晴（海上）

「ひまわり８号」による雲の観測の高度化（観測バンドの増加）

雲マスク的中率

雲相捕捉率

< 3,000m
3,000 – 6,000m

6,000m <

雲マスク 雲相 雲頂高度

雲頂高度バイアス

平成27年8月5日 午後1時

水

氷

混合

25km

0km

MODISによる同等プロダクトとの比較 21



雲の有無 雲型 雲頂高度

雲なし 雲あり雲混じり

平成27年9月1日 午前9時から24時間（動画）

「ひまわり８号」から抽出される雲情報（観測バンドの増加）
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静止地球環境観測衛星としての「ひまわり８号」
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観測バンドの増加
黄砂

海氷

可視

可視

可視と近赤外の画像を
加工・合成

可視と近赤外
の画像を

加工・合成
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R: バンド05 (1.6 μm)
G: バンド04 (0.86 μm)
B: バンド03 (0.64 μm)



観測バンドの増加（黄砂、海氷）
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黄砂

観測バンドの増加（黄砂の観測）

ひまわり８号の可視と近赤外の画像を加工・合成

R: バンド05 (1.6 μm)
G: バンド04 (0.86 μm)
B: バンド03 (0.64 μm)
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